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連携した市担当課

ショップなど）

（すてっぷ•るんちゃんショップ・ハンドメイドショップが参

加した）

3) 多世代コミュニテイ交流（ゲスト演奏者・地元少

年少女合唱団・事業実施サポート学生・親子た

ち・幼児教育者・保育実務者など）

＋当日の来場は大人350 人こども 150 人以上 (50 0 人以上参加）

(3)子どもたちの感動の情報発信

事業プロセスを体系的に整理し記録化した。 また「子どもたちの

感動」そのものを動画におさめ、広く発信する予定。

コンサートには、 プロとして活躍している演奏家を始め、 地元の子ども

たち ・ 釧路短期大学の音楽ゼミナールなどの学生たちがステー ジを作

り、 子育て支援を学ぷ学生たちは、 参加の子どもたちへ見守りや、 サ

ポー トなどを担うことになる。 幼い子供たちや、 その保護者が、 一つの

企画の中で、 良い音楽に触れる機会として、 また多世代・障害のあるひ

となどとの交流から、 多くの体験を得て子育てに希望や勇気を得るこ

と、 また手づくりで様々な子どもたちへの作品を提供する母親たちのグ

ルー プとのつながりを持つことで子育てに夢を描くことが出来る流れの

一つになる。

家族で楽しい充実した時間の共有と•本格的なコンサー トに触れて、 子

どもたちの情操教育に役立つこと。 また子どもの良質な成育環境を保障

し、 子ども ・ 子育て家庭を社会全体で支援することを目標として開催し

たが、 予想以上に広力引のある市民0参加を得ることができた

・就労支撮施謡利用者・認知症を患う命年寄り陪誘って参加してくださった方

からの時間を楽しんでくださったという感想もあった。

1 コロナ禍の中、 親子で音楽を楽しむことで、 子どもの情操教育ばかり

か大人の癒しとなった様子を感じることがでさ、終了後の新r晶隠道から

も状況を感じることができた

2 コンサートひろばを形作っている協力団体及び協力するスタッフとの

交流から、 音楽だけにとどまらない互いの支え合いの場ができ、 その

後の活動につながることを視野の入れたが、 協力学生が積極的に、 子

どもたちの世話や、 協力団体への支えあいも予想以上にすることがで

きた

3 コンサー トを通して、 子ども・子育て家庭 ・ 子育てを支援する人 ・ 地

域で荘らす様々な人が、 気軽に和やかに交わる機会ができた。

釧路短期大学（緑ケ岡学園）は釧路市と連携体制も整っており、 短大に

勤務する進藤が、 ネットワ ークを作って、 様々な団体と協力体制を作

る。 （実行委員会 代表 進藤信子）

有 （ こども保健部 こども育成 課· 東部子育て支援セ

ンター）
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連携した市担当課が

果たした役割

（※有の場合）

「豊かな感性を育てること」と音楽との結びつきは不可欠である。

釧路市が、 「子ども ・ 子育て支援新制度」の実施において、 保護者が子

育てについての第一義的貢任を有するという基本的認識の下に、 幼児期

の学校教育・保育、 地域の子ども・子育て支援を総合的に推進し、 全て

の子どもの良質な成育環境を保障し、 子ども·子育て家庭を社会全体で

支援することを目的としていることに基づき、 子育て家庭と関わりの深

い子育て支援拠点センターを介して周知拡大していただくことができ、

さまざまな協力団体との連携を図ることに大きな力を得ることができ

た。




